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食事のあと歯みがきをする沖浦保育所の園児たち

方震も臨し
虫
歯
を
な
く
そ
う

臼
本
人
は
、
平
均
し
て
六
十
歳
で
歯
の

半
分
を
失
い
ま
す
。
こ
の
原
凶
は
、
大
半

が
虫
歯
と
歯
惜
の
う
漏
で
、
ど
ち
ら
も
尚

面
に
ね
っ
と
り
と
つ
く
歯
垢
(
し
こ
う
)
が

犯
人
で
す

四
日
か
ら
は
歯
の
衛
生
週
間
。
沖
浦
保

育
所
は
、
大
洲
・
喜
多
歯
を
守
る
運
動
の

指
定
を
受
け
、
昨
年
度
か
ら
活
動
を
杭
げ

て
い
ま
す
。

大
洲
保
健
所
の
歯
科
医
師
や
衛
生
士
な

ど
の
指
導
を
う
け
て
、
毎
日
の
保
育
の
中

で
正
し
い
歯
の
み
が
き
か
な
ど
を
実
施
し

て
チ
供
の
渇
企
む
し
く
い
か
ら
守
る
運
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

毎
日
歯
み
が
き
記
録
票
を
つ
け
、
給
食

後
の
尚
み
が
き
と
点
検
、
歯
ご
た
え
の
あ

る
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
な
ど
待
日
の
生
活

の
中
で
実
行
で
き
る
よ
う
に
、
持
制
問
教
室

を
開
き
、
検
診
や
講
演
会
な
ど
も
聞
い
て

い
ま
す
。
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脊
柱
側
わ
ん
症
と
栄
養
と
の
関
係

長

浜

中

学

校

で

調

査

側わん症と栄養

脊
柱
側
わ
ん

症
は
、
主
に
成

長
期
に
発
症
し
、

い
ま
だ
に
そ
の

原
因
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

長
浜
町
脊
柱
側

わ
ん
症
研
究
協

議
会
で
は
、
側

わ
ん
症
と
栄
養

と
の
関
係
に
つ

い
て
昨
年
十
一

月
、
長
浜
中
学

校
で
調
査
し
ま

し
た
の
で
、
そ

の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。調
査
は
、
側

わ
ん
症
生
徒
三

十
人
、
健
常
生

徒
六
十
人
を
対

象
に
、
三
日
閣

の
食
事
を
も
と

に
し
て
、
愛
媛

大
学
の
野
島
一
光

雄
整
形
外
科
教

授
、
石
丸
公
平

医
師
、
浜
田
稔

衛
生
学
助
教
授
、

一
色
保
子
栄
養

士
の
各
先
生
に

依
頼
し
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。

有
色
野
菜
が
不
足

実
態
と
し
て
目
立
つ
こ
と
は
、
男
子

に
比
べ
て
女
子
の
食
べ
る
量
が
不
足
し

て
い
ま
す
。

栄
養
素
不
足
の
現
状
は
、
豊
か
過
ぎ

る
た
め
に
起
こ
っ
た
食
品
の
選
び
方
の

片
寄
り
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

嘩
野
菜
・
・
・
全
般
的
に
必
要
量
の
半
分

以
下
の
生
徒
が
多
く
、
特
に
ホ
l
レ
ン

章
、
青
菜
類
、
人
参
な
ど
の
有
色
野
菜

の
と
り
方
が
少
な
く
、
調
査
期
間
中
全
く

こ
れ
ら
の
野
菜
を
食
べ
て
い
な
い
生
徒

も
あ
り
、
側
わ
ん
症
女
子
生
徒
に
こ
の

傾
向
が
目
立
ち
ま
し
た
。
野
菜
を
と
っ

て
い
て
も
夕
食
だ
け
に
片
寄
り
、
朝
と

昼
一
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

成
長
期
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
(
カ
ル

シ
ウ
ム
、
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン

A
、
ビ
タ
ミ

ン
C
、
ナ
イ
ア
ミ
ン
な
ど
)
と
繊
維
素

の
不
足
は
、
肥
満
や
ガ
ン
に
な
り
易
い

と
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
特
に

こ
れ
ら
の
摂
取
に
は
配
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

@
乳
製
品
(
牛
乳
)
と
大
豆
製
品
(
豆

腐
)
・
:
こ
れ
ら
の
食
品
の
と
り
方
が
必

要
量
の
半
分
以
下
の
生
徒
が
多
く
い
ま

し
た
。
牛
乳
一
本
、
豆
腐
半
丁
に
は
、
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児前起

一
日
必
要
量
の
四
分
の
一
の
カ
ル
シ
ウ

ム
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

母
蛋
白
質
(
魚
、
肉
、
卵
な
ど
)
・
:
こ

れ
ら
の
と
り
方
が
少
な
い
の
は
女
子
生

徒
に
多
い
よ
う
で
す
。
牛
乳
、
豆
腐
、

魚
肉
類
に
は
細
胞
を
構
成
す
る
蛋
白
質

が
多
く
含
ま
れ
、
な
わ
、
鉄
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

B
群
も
含
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
も
皆
、
成
長
期
の
重
要
な

役
割
を
す
る
も
の
で
す
。

⑫
菓
子
類
は
、
側
わ
ん
症
男
子
生
徒

が
多
く
と
っ
て
い
る
の
が
目
立
ち
ま
す
。

噂
朝
食
ぬ
き
は
女
子
生
徒
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

栄
養
の
大
切
さ

を
知
っ

て

栄
養
と
は
「
食
物
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
命
を
保
ち
、
心
身
の
健
康
を
は

か
る
こ
と
」
で
す
。
こ
れ
が
不
足
し
た

検診を受ける児童たち

り
、
片
寄
っ
た
り
す
る
と
、
体

に
も
精
神
に
も
障
害
が
で
ま
す
。

例
え
ば
、
栄
養
素
が
不
足
す
る

と
精
神
が
不
安
定
に
な
り
、
ゥ

ソ
を
い
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
、
凶
暴
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

ば
か
り
食
べ
た
り
、
清
涼
飲
料

水
を
飲
み
す
ぎ
る
人
の
中
に
、

問
題
行
動
を
起
こ
し
た
青
少
年

が
多
い
と
い
う
報
告
も
大
学
教

授
か
ら
で
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を

和
食
の
基
本
は
、
ご
は
ん
(
主

食
)
と
お
か
ず
(
副
食
)
で
す
。
例
え

ば
、
ご
は
ん
に
ラ
ー
メ
ン
は
主
食
に
片

寄
り
す
ぎ
る
か
ら
、
必
ず
副
食
を
食
べ

る
こ
と
が
基
本
で
す
。

主
菜
(
主
に
な
る
料
理
)
と
副
菜
(
従

に
な
る
料
理
)
を
毎
食
組
み
合
わ
せ
て

と
る
こ
と
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
の
秘
決
で
す
。

。
主
菜
:
・
魚
、
肉
、
卵
な
ど
蛋
白
質

を
多
く
含
む
食
品
は
、
朝
食
に
卵
、
弁

当
に
肉
、
卵
、
夕
食
は
魚
と
豆
腐
な
ど
、

最
低
一
口
聞
は
組
み
合
せ
を
作
る
こ
と
で

す
。
夕
食
に
は
二
品
く
ら
い
が
適
当
で

す
。
ご
れ
に
は
、
必
ず
野
菜
、
芋
、
し

い
た
け
を
つ
き
あ
わ
せ
る
と
し
て
添
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

@
副
菜
:
材
料
は
野
菜
で
あ
り
、
煮

物
、
ム
お
ひ
た
し
、
酢
物
、
い
た
め
物
、

汁
も
の
、
生
野
菜
な
ど
を
毎
食
一

1
二

品
と
り
混
ぜ
て
用
意
し
ま
す
。
こ
う
す

る
と
、
野
菜
の
一
日
の
必
要
量
三
百
グ

ラ
ム
は
必
ず
と
れ
る
し
、
繊
維
の
多
い

芋
類
も
一
日
一
回
は
材
料
に
入
れ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
中
学
生
は
こ
の
上
に
、

一
日
に
牛
乳
二
本
、
果
物
一
個
程
度
を

と
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

食
塩
を
控
え

腹

八

分

で

特
に
配
慮
す
る
こ
と
は
、
主
食
は
自

分
の
体
重
を
み
な
が
ら
加
減
し
て
食
べ
、

菓
子
や
清
涼
飲
料
水
は
肥
満
の
原
因
に

な
る
の
で
、
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
主
食
で
糖
質
、

主
菜
か
ら
蛋
白
質
と
微
量
栄
養
素
、
付

け
あ
わ
せ
と
副
菜
か
ら
繊
維
素
と
微
量

栄
養
素
が
と
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
の
決
め
手
は
、
主
菜
と

副
菜
の
組
み
合
わ
せ
の
原
則
を
守
る
こ

と
で
、
一
日
に
使
う
食
品
の
数
を
で
き

る
だ
け
多
く
、
三
十
種
類
以
上
を
目
標

に
す
る
こ
と
で
す
。
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
味
付
け
は
食
塩
を

控
え
、
腹
八
分
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
食

べ
る
こ
と
が
健
康
に
成
長
し
て
い
く
秘

け
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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町消防団

副
本
部
長
に
別
宮
氏

お知らせ

長
浜
町
消

防
団
副
団
長

に
長
浜
十
区

の
鎌
田
博
郷

氏
(
五
四

)
l写

真

l
が
決
ま

り
、
四
月
一
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
久
保
一
光
副
団
長
が
三
月

三
十
一
日
付
け
で
勇
退
し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
喜
多
灘
分
団
長
津
田
光
雄
氏
、

櫛
生
分
団
長
山
本
薫
氏
が
退
団
、
本
部

組
織
の
充
実
を
図
る
た
め
白
滝
分
団
長

で
あ
っ
た
別
宮
久
夫
氏
が
副
本
部
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
長
浜

分
団
長
に
海
東
武
行
氏
、
喜
多
灘
分
団

長
に
中
見
藤
雄
氏
、
櫛
生
分
団
長
に
松

岡
克
一
氏
、
自
一
流
分
団
長
に
坂
田
平
六

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
昇
格
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
幹
部
団
員
編
成
表
は
次
の
通
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長浜町消防団幹部団員編成表

郵
便
局
の
簡
易
保
険

を
ご
存
知
で
す
か
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
の
生
活
の

安
定
と
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
生
命
保
険
で
す
。

簡
易
保
険
、
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
な
ど
の

掛
会
を
積
み
立
て
た
お

金
は
、
一
部
が
市
町
村

に
還
元
融
資
さ
れ
、
い

ろ
い
ろ
な
事
業
に
使
わ

れ
役
立
っ
て
い
ま
す
。

長
浜
町
で
は
、
五
十

八
年
度
は
下
表
の
と
お
り
融
資
を
受
け

て
い
ま
す
。

出海地区筒水など完成
簡保、年金の還元融資

大
谷
口
地
区

飲
料
水
供
給
施
設

0昭和58年度年金積立金還元融資事業

事 業 名 事業費 借入額

一般廃(ご棄み物処処理理施施設設)事業
千円 千円

24，401 9，900 

出海地医簡易水道整備事業 67，300 36，000 

大谷口地区飲料水供給施設整備事業 21，180 

0昭和58年度簡易生命保険積立金還元融資事業

住宅改修資金貸付事業

住宅新築資金貸付事業

名業事

児

童

子

当

の

現

況

届

出

し

て

く

だ

さ

い

。

を

対

象

に

婦

〉

ヘ

出

人
夜
間
ダ
イ
「
f
J
I
L

」
臨
や
一

六

月

中

に

提

出

を

ヤ

ル

相

談

を

元

本

舗

「

聞

い

て

い

ま

/

〈

J
γ
1
1
九

す

o

/

i

i

-

z

高

こ
れ
は
、
適
切
な
指
導
・
助
言
を
し

て
、
安
定
し
た
生
活
の
確
保
を
図
り
、

婦
人
の
福
祉
向
上
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
相
談
の
で
き
る
日
時
は
次

の
通
り
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
わ
気
軽
に
夜
間

ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

{
電
話
一

0
8
9
9

心

3
4
9
0

{
相
談
臼
}
月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
。

た
だ
し
、
祝
日
お
よ
び
一
月
一

H
i
四

日
、
十
二
月
二
十
八
日

1
三
十
一
日
を

除
き
ま
す
。

{
相
談
時
間
}
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま

で
。
料
金
は
無
料
で
す
。

児
童
子
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎

年
六
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

現
在
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
に
(
公
務

員
の
方
は
勤
め
先
に
)
出
し
て
項
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
児
童
子
当
を
受
け

る
人
の
前
年
の
所
得
や
子
供
を
育
て
て

い
る
状
況
な
ど
を
確
か
め
て
、
引
き
続

き
児
童
子
当
を
支
給
す
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
上
で
必
要
な
も
の
で
、
現
在
児

童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
人
に

提
出
し
て
項
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
を
出
し
ま
せ
ん
と
、

児
童
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も

こ
と
し
六
月
分
か
ら
の
支
払
い
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
提

重
度
心
障
者
・
母
子
家
庭
ら

医
療
費
受
給
者
証
肘

が
変
わ
り
ま
す

7

老
人
医
療
費
受
給
資
格
者
証
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
託
、
い
ず

れ
も
こ
の
七
月
一
白
か
ら
新
し
い
も
の

に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は
、

六
月
末
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

町
で
は
六
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証

と
取
り
替
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

凶
覧
で
周
知
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

そ
れ
に
基
づ
い
て
子
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

悩
み
ご
と
に
応
じ
ま
す

婦
人
夜
間
ダ
イ
ヤ
ル
相
談

制

i
3
4
s
o

悩
み
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
婦
人
の
方
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参
加
し
ま
せ
ん
か

国
碁
の
好
き
な
方

長
浜
囲
碁
愛
好
会
(
大
野
豊
会
長
)

で
は
、
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
沖

浦
の
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
毎
月
第
一
日
曜
日
に
定
例
会
を
、

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
臼
に
練
習
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
時
間
は
、
九
時
半
ご
ろ

か
ら
四
時
ご
ろ
ま
で
で
す
。

最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者
の

ボ
ケ
防
止
に
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
囲
碁
の
好
き
な
方

は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

コ

連よ
長帯二
浜音〈

コ3で、
I P頂

Zを

募集・海外だより

長
浜
コ
ー
ラ
ス
で
は
、
長
浜
小
学
校

P
T
A
の
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、

コ
ー
ラ
ス
の
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

コ
ー
ラ
ス
活
動
は
、
お
互
い
の
生
活

を
豊
か
に
し
、
潤
い
の
あ
る
も
の
に
す

る
と
共
に
、
連
帯
意
識
を
培
っ
て
い
く

う
え
で
た
い
へ
ん
意
義
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

歌
の
上
手
、
下
手
に
関
係
な
く
、
豊

か
な
心
、
若
々
し
さ
を
保
つ
秘
け
っ
と

し
て
、
二
十
代
か
ら
五
十
代
の
女
性
で

楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
制
限
も
な
く
、
長
浜
小
学
校
の

P
T
A
で
な
く
て
も
結
構
で
す
。

歌
声
の
輪
が
更
に
大
き
く
広
が
る
よ

う
女
性
の
入
会
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

{
練
習
場
所
一
長
浜
小
学
校
体
育
館

{
韓
習
日
時
]
毎
週
火
曜
日
午
後
七

時
三
十
分

1
九
時

{
会
費
}
月
五
百
円

{
指
導
者
一
後
藤
登
久
子
さ
ん

{
ピ
ア
ノ
}
藤
本
圭
三
さ
ん

な
わ
詳
し
い
こ
と
は
、
長
浜
コ
ー
ラ

ス
会
長
頼
永
砂
代
子
さ
ん
(
宮
臼
1

0

0
0
4
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

若
者
の
参
加
を

日
出
国
農
業
研
修
生

農
業
研
修
生
派
遣
事
業
は
、
日
米
両

国
政
府
の
援
助
と
各
都
道
府
県
の
協
力

の
も
と
に
、
日
本
の
農
村
青
年
を
二
か

年
間
ア
メ
リ
カ
に
派
遣
し
、
大
学
に
お

け
る
学
習
と
農
場
で
の
実
習
を
い
く
つ

か
組
み
合
わ
せ
た
効
果
的
な
農
業
研
修

を
行
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
的
感
覚
、

優
れ
た
経
営
能
力
、
た
く
ま
し
い
実
践

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
帰
国
後
、
自
家

農
業
経
営
の
改
善
に
勇
敢
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
地
域
農
業
の
近
代
化
と
組
織

化
の
推
進
力
と
な
る
次
代
の
農
業
の
担

い
手
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。こ
の
事
業
は
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら

毎
年
実
施
し
て
、
二
千
五
百
人
以
上
の

青
年
が
参
加
し
、
帰
国
後
、
全
国
各
地

に
わ
い
て
着
実
に
そ
の
成
果
を
上
げ
て

い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
海
外
派
遣
事
業
で
す
。

意
欲
と
情
熱
あ
る
農
村
青
年
の
参
加

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

{
募
集
人
員
一
全
国
で
二
百
人

農場自E属の行なわれる州

1司ワシントン州

2.オレゴン州

3.カリフォルニア州

4.アイダホ州

5.モンタナ州

6.アリソナ州

7.コロラド州

8.ネフラスカ州

9.アイオア州

10.イリノイ州

{
派
遣
期
間
}
二
年
間

{
募
集
期
間
}
五
月
中
旬

1
七
月
下
旬

{
応
募
資
格
一
十
九
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満
の
独
身
男
子
で
、
高
卒
以
上
の
農

業
従
事
者
な
ら
び
に
農
業
者
教
育
施
設
、

短
大
、
大
学
の
最
終
学
年
在
学
中
の
者
。

{
参
加
経
費
}
往
復
経
費
を
含
む
一
切

の
経
費
は
、
農
業
実
習
に
対
し
て
支
払

わ
れ
る
報
酬
で
ま
か
な
わ
れ
、
負
担
金

は
い
り
ま
せ
ん
。

{
申
し
込
み
先
}
県
農
業
指
導
課
(
雷

0
8
9
9
4
1
1
2
1
1
1
)
か
役

場
経
済
課
(
宮

0

8

9

3

5

2

1

1
1
1
)

へ
ど
う
ぞ
。

二
年
前
に
農
業
研
修
生
と
し
て
渡
米

し
た
櫛
生
出
身
の
松
田
裕
之
さ
ん
か
ら

帰
国
を
前
に
し
て
便
り
が
届
き
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
松
田
さ
ん
は
今

年
の
六
月
末
に
帰
国
の
予
定
で
す
。

園
内
の
食
糧
安
定

供
給
を
考
え
て

日
本
と
い
う
国
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
人
の
集
り
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
人
々
は
食
糧
を
得
て
生
き
て
い
ま

す
。
世
界
が
一
つ
の
固
に
成
り
得
る
こ

と
が
な
け
れ
ば
、
一
つ
の
国
日
本
と
し

て
食
糧
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
手
段
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き

ま
す
。自
給
率
の
向
上
を

近
年
生
活
様
式
が
西
洋
代
し
、
そ
れ

に
伴
つ
て
の
食
生
活
も
例
外
で
は
な
く
、

肉
、
乳
、
卵
の
摂
取
量
が
増
加
し
、
米

離
れ
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
ぞ
れ
が
一

面
で
は
食
生
活
の
近
代
化
と
呼
ば
れ
ま

す
が
、
実
際
は
穀
物
自
給
率
一
二

O
%
に

も
満
た
な
い
農
業
事
情
が
背
後
に
あ
る

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
の

現
象
で
あ
っ
て
、
決
し
て
日
本
に
と
っ

て
喜
べ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
が
独
立
国
と
し
て
あ
る
べ
き
な

ら
ば
、
国
民
の
食
糧
は
自
国
で
自
給
さ

れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
今
や
食
糧
は
、

戦
略
物
資
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
る

程
、
大
き
な
力
、
価
値
を
意
味
し
、
安

易
に
そ
れ
を
外
国
に
依
存
す
る
こ
と
は
、

軍
隊
以
前
の
段
階
で
の
弱
み
を
も
ち
、

現
在
あ
る
日
本
の
状
況
は
、
自
ら
の
命

を
預
け
て
生
き
て
い
る
と
一
言
つ
で
も
過

言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

現
在
の
弱
農
日
本
は
、
自
立
す
る
に

は
ほ
ど
遠
く
、
農
民
の
経
営
に
お
け
る

不
勉
強
お
よ
び
農
民
の
企
業
的
経
営
能

力
の
低
さ
か
ら
と
、
日
本
農
業
が
保
守

的
産
業
で
あ
り
、
そ
こ
に
開
発
セ
ン
ス

の
欠
如
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

食
糧
事
情
を
改
善

す
る
意
識
を

自
給
と
い
う
こ
と
に
関
し
で
は
、
政

府
の
行
政
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
農
民

一
人
一
人
が
カ
を
出
し
て
も
な
か
な
か

動
く
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
食
糧
安

定
供
給
の
努
力
を
園
、
そ
の
他
の
機
関

が
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
そ

う
か
と
い
っ
て
農
民
が
そ
れ
に
頼
っ
て

し
ま
っ
て
も
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

農
民
自
身
が
日
本
の
食
糧
事
情
を
改
善

し
よ
う
と
す
る
意
識
を
も
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
農
業
を
や
る

の
に
た
だ
も
う
か
れ
ば
よ
い
と
い
う
考

え
は
危
険
で
す
。
現
在
の
農
民
は
自
分

の
仕
事
を
天
職
と
思
い
、
働
く
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
、
技
術
を
み
が
く
こ
と
に

意
欲
を
持
ち
、
動
植
物
レ
一
共
に
生
き
る

こ
と
を
幸
福
と
思
い
、
不
平
を
い
い
な

が
ら
で
も
も
う
け
た
い
と
思
い
な
が
ら

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

農
業
改
良
普
及
員
が
農
家
に
新
し
い

作
物
を
す
す
め
る
に
は
「
こ
れ
も
う
か

る
よ
」
と
言
い
、
「
こ
の
作
物
が
日
本
で

不
足
し
て
い
る
か
ら
作
っ
た
ら
ど
う
で

す
か
」
と
は
決
し
て
勧
め
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
農
業
社
会
と
い
う
の
は
一
一
穫
の

建
前
と
本
音
が
分
離
し
て
い
る
不
安
定

な
社
会
で
す
。

人
々
が
自
給
自
足
の
生
活
か
ら
物
々

交
換
あ
る
い
は
貨
幣
を
用
い
て
食
糧
を
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幽必公人 糊

ヂ
に
入
れ
る
こ
と
を
始
め
て
か
ら
、
食

糧
の
生
産
と
い
う
の
は
、
そ
の
社
会
、

国
家
で
の
川
起
と
な
っ
て
、
社
会
人
主
体
、

国
家
全
体
ま
た
は
地
球
上
全
体
で
食
糧

が
自
給
で
き
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
が
、

平
和
な
時
代
な
ら
ま
だ
し
も
、
今
や
戦

略
に
食
物
を
使
う
時
代
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

豆亙豆淫覆寝室亙室温望置富田園・・・・E語醤褒密室塁

生
産
者
と
消
費
者

が
一
体
化
を

盟国四わがグループ

食
糧
は
そ
の
消
費
さ
れ
る
と
こ
ろ
の

極
力
近
い
と
こ
ろ
の
う
イ
ン
ま
で
生
産

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
原
則
で

す
。
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
i
の
「
第
三

の
波
」
の
中
で
、
来
る
べ
き
第
三
の
文

明
は
再
び
生
産
者
と
消
費
者
が
一
体
化

す
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
で
わ
り
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
改
め
て
私
遥
は
方
向
を

見
定
め
て
、
白
分
の
農
業
経
営
を
始
め

る
か
が
難
し
い
問
題
で
す
。
た
だ
食
べ

て
い
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
話
に
な

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
た
上

で
次
に
何
を
す
る
か
、
た
、
な
単
に
利
益

だ
け
を
追
求
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
・
:
。

農
民
一
人
一
人
に
つ
い
て
も
我
が
国
の

食
糧
は
我
が
国
で
作
る
、
そ
し
て
外
国

へ
も
輸
出
で
き
る
く
ら
い
の
カ
を
持
つ

の
だ
と
い
う
与
え
を
持
つ
べ
き
で
し
ょ

〉

7
0

アメリカで研修中の松田さん

工
業
製
品
と
の
輸
出
入
と
の
兼

ね
合
い
、
生
産
コ
ス
ト
の
差
な
ど

自
給
率
の
向
上
に
は
大
き
な
問
題

が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
利
潤
の
み
を
追

求
し
、
農
業
の
本
当
の
意
味
を
理

解
し
て
い
な
い
商
社
に
穀
物
の
輸

入
を
牛
耳
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

日
本
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
も

よ
ぐ
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
日
本

を
担
う
気
に

農
家
一
人
一
人
が
自
分
た
ち
の
日
本

を
担
う
気
に
な
れ
ば
必
ず
成
し
遂
げ
る

こ
と
が
可
能
で
し
ょ
う
。
問
題
が
食
糧

で
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
義
務
、
責
任

を
農
業
を
お
こ
す
者
と
し
て
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

老
後
を
よ
り

確
か
な
も
の
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
す
み
ま

し
た
か
。

厚
生
年
金
の
加
入
や
、
や
め
る
手
続

き
は
会
社
で
行
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
国

民
年
金
は
、

本
人
が
手
枕

き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
二
十

歳
か
ら
五
十

九
歳
ま
で
の

人
で
会
社
を

退
職
し
た
と

き
は
、
国
民

年
金
に
加
入

す
る
手
続
き
を
年
金
係
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、

今
ま
で
加
入
し
て
い
た
厚
生
年
金
な
ど

と
つ
な
が
つ
で
、
老
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
か
ら
老
齢
(
通
算
老
齢
)
年
金
が

う
け
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
加
入
し
な
い
で
い
る
と
年
金

が
う
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
掛

け
た
保
険
料
も
掛
け
捨
て
と
な
っ
た
り

す
る
な
ど
、
一
生
後
悔
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
、
あ
な
た
の
老
後
を
よ
り
確
か
な
安

定
し
た
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
手
続
き
は
、
住
民
課
年
金
係

で
行
っ
て
く
、
だ
さ
い
。 民

日心争事J
L

鉄
道
妨
害
防
止
運
動

S
月
U
日
j
s
月
日
目

国
鉄
?
は
、
五
月
二
十
七
日
か

ら
六
月
十
一
4
日
ま
で
、
鉄
道
妨
害

防
止
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
運
動
は
、
踏
切
事
故
や
線
路
内

に
江
ち
入
っ
た
り
、
線
路
に
石
や

物
を
置
く
な
ど
、
列
車
へ
の
妨
害

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。
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ータ田
範山
モさ

妄ん
1ら
暴八
嘱人

一識ですコンニチハ@うちのおとうさん

四
月
二
十
五
日
町
体
育
館
で
今
年
度

の
広
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
で
三
固
め
を
迎
え
た
こ
の
制

度
は
、
広
く
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
、

よ
り
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
、
明
る
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
次
の
八
人
の
方
に
委

嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
一
年
。
敬
称
略
。

友
石
妙
子
(
仁
久
)
丸
井
清
隆
(
長

浜
)
津
田
礼
子
(
A
7

坊
)
上
田
俊
厚
(
櫛

生
)
畑
山
伊
佐
夫
(
出
海
)
東
秀
行
(
上

老
松
)
佐
々
木
徳
美
(
豊
茂
)
遠
香
千

代
(
白
滝
)

昭和59年度の広報モニター

大
和
小
の
児
童

が
清
掃
奉
仕

上
老
松
駅
の
掃
除
を
大
和
小
学
校
の

六
年
生
の
女
の
子
四
人
(
松
岡
、
井
上
、

鈴
木
、
後
藤
)
が
日
曜
日
ご
と
に
や
っ

て
い
ま
す
。
内
緒
で
や
っ
て
い
る
こ
と

な
の
で
ど
う
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

半
年
近
く
も
続
い
て
お
り
、
感
心
な
こ

と
で
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(
上
老
松
・
後
藤
七
保
美
・
四
歳
)

⑬ 

58年6月16日生まれ

(豊茂)くん

職
場
の
上
司
の
方
の
名
前
を
二
子
い
た
だ
い
て
「
忠
」

と
名
付
け
ま
し
た
。
外
見
は
お
と
な
し
そ
う
に
み
え
ま
す

が
、
家
で
は
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
も
負
け
な
い
強
気
な
男
の

子
で
す
。

将
来
は
、
健
康
で
明
る
く
、
勇
気
の
あ
る
子
に
育
つ
で

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
父
日
日
定
虞
さ
ん
お
歳
・
母

1
美
智
子
さ
ん
幻
歳
)

福本

お
互
い
に

人
権
を
守
っ
て

人
権
擁
護
委
員
の
日

六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
が
、
国
家
の
責
務
と
し
て
叫
ば
れ
、

基
本
的
人
権
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
下
に
、
昭
和
二
十

四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
聞
が
平
和
に
生
存
す
る

上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん
な

人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の
な

の
で
す
。

お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い

で
す
。全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と

も
に
一
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
を
申
し
合
せ
て
い
ま
す
。

わ
が
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方

々
で
す
。

態
野
態
雄
さ
ん
(
長
浜
)
、
土
居
孝
童

さ
ん
(
柴
)
、
平
田
三
盛
さ
ん
(
出
海
) 6月1日

吋

長

浜

小

三

年

二

組

(

沖

浦

)

ヂ

菊

地

裕

司

ザ
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
朝
早
く
か

内
ら
夜
お
そ
く
ま
で
し
ご
と
を
し
ま
す
0

4

日
曜
日
も
し
ご
と
に
で
か
け
ま
す
o

h

と
き
ど
き
、
日
曜
日
に
は
お
父
さ
ん

ザ
と
い
っ
し
ょ
に
し
ご
と
に
つ
い
て
い

町
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
に
の

世
っ
て
セ
メ
ン
ト
や
ざ
い
木
を
つ
み
に

百
行
き
ま
す
。
セ
メ
ン
ト
を
つ
み
に
い

ザ
っ
た
と
き
も
、
議
採

ιf〈
綴
総
額
総
塑

三

~
お
父
さ
ん
は
鶴
織
線
機
麟
鶴
関
繍
纏

日
か
る
が
る
も
謡
加
グ
議
欝
綴
藤

L
 ザ

っ

て

ト

ラ

ッ

額

牟

竺

¥

(

議

吋

「

川

デ

ミ

ァ

:

汗

一

懇

が
ク
に
つ
み
ま
緑
町
議

4
泌
総
綴
議

向
す
。
ぼ
く
が
議
議
襲
撃
瀦
鍛
縦

一
も
っ
て
み
る
鱗
麟
欝
麟
勺
べ
許
可

士

、

も

つ

こ

鰯

鱒

購

L
F

一

と

が

で

き

ま

騒

が

…

hψ
二

三

叩
せ
ん
で
し
た
。
河
川
離
鱗
バ
ト
ス

F
 市
お
父
さ
ん
は

L
¥九
三
三
γ二

一
カ
も
ち
だ
な

J
U
J
h
u
p
b描

d
N

ト一

μ

一
一
九
〓
一
日
主
咋
4
一
寺
山

bphi-

誌

で
め
と
思
い
ま
い
九
九
ぺ
一
一
小
山
ム
ヤ
引
い
い
主

吋
す
。

μ
古
…

γ苧戸ム
J

川
げ
五

V

日
お
父
さ
ん
は
レ
ッ
カ
J
に
も
の
り

吋
ま
す
。
ざ
い
木
を
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
ん

ー
だ
り
、
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
を
ト
ラ
ッ
ク

円
に
つ
ん
だ
り
し
ま
す
。
レ
ッ
カ

l
は

明
大
き
く
て
、
う
ご
か
す
と
こ
ろ
が
い

吋
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
、
よ
く
そ
う
じ
ゅ

世
う
が
で
き
る
な
あ
と
思
い
ま
す
。

~
そ
れ
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
の
電
気
が

Z2ん MJ 提言さ議監吟汁懇韓欝 ??zi九日
でで、父っさ母 時滋持議清議運轟轟議議轟饗襲醤議轟鍾藍藤嘉もるらっす父まさつるがらまっ

てて夏三三 2三岳山轟麟鱒壊艦長Z与エZえ主セlt与52て2
ぼさにまわは ÷日~将校新透明鍾麺麗麗醤護霊彊監察議費襲警護護長朝日とに大こは 。てわいざ 、だい
くんしす母台 市川崎凝議璽盟轟轟轟轟饗轟轟議議欝綴な魚や好と 、 みかるみ?かの

はがて。さこ 裕司くんと義貝IJさん どっしきはう るりみた弓らを
お長もんり はりなでつんとまたい if手な
父いら はん やくれ夜ょやおれはすよおもれ夜にずすりそ がせいなまはわ
さきい たぼ されてづう、つ父まあがく父らでづい失。でう ざんな、?あし
んをた いう しるいりずぱさせま、っさい行りき「夜すや が 0 のぬ己ぶた

丈Z2 2そ 22子三宅 2色合272在宅子三宅空ZJ工 t zza烹会 t
古事乙苛がιョボιτ手~ιτ科会τ手ι笥ざ乙τポ乙苛手ふガι苛ボLτさLτ手ι常手L完さLτさLョ手ι笥手ιτ手品究手ιτ手ιτ手ιτ手ιτ手ι完手Lτ手ι古手ιτ手L古手ι官三ιτ手L官事ιτがιτがιτポ￡官出己τ予三τ手与τ手ふτ予三号言与τ出兵づ出ιτ手兵づ言与ヲデ己τ~

① 
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へるすあい@寝たきり老人の看護法

害
事
リ
港
会
出
翠
眠
法

煙

草

の

宝

口

が

社

会

問

題

に

な

っ

て

の

水

を

飲

む

。

③

正

し

い

方

法

で

深

久

し

く

な

り

ま

す

。

煙

草

の

煙

は

政

呼

吸

す

る

。

④

食

事

の

あ

と

は

す

ぐ

い

込

む

量

よ

り

吐

き

出

す

量

が

多

い

席

を

立

ち

、

戸

外

を

散

歩

す

る

。

⑤

た

め

、

回

り

の

煙

車

を

岐

わ

れ

な

い

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

ま

な

い

。

⑥

冷

水

摩

万

が

迷

惑

を

う

け

る

こ

と

が

あ

り

ま

擦

を

す

る

。

す

。

第

三

日

①

「

一

分

間

煙

草

を

吸

喫

煙

が

肺

ガ

ン

の

発

生

や

わ

な

い

こ

と

に

し

よ

う

」

心

筋

室

(

こ

う

そ

く

)

の

建

嘆

を

守

る

た

め

こ

②

食

事

は

軽

く

o

特
に

発
症
に
大
き
く
関
与
し
て
い

i
l
F
K
H

土
、

!
t

ビ
タ
ミ
ン
ロ
山
を
含
む
食

る
こ

ιは
周

知

の

事

実

で

す

。

煙

草

を

や

め

る

法

事

を

中

心

に

す

る

。

ま

た

乳

幼

児

の

ア

レ

ル

ギ

ー

第

四

日

①

「

意

志

体

質

に

も

影

響

し

て

い

ま

す

。

の

力

」

を

持

続

さ

せ

る

訓

練

を

自

分

や

家

族

を

す

る

。

②

香

辛

料

を

で

き

る

だ

は

じ

め

と

し

て

み

け

少

な

く

す

る

。

ん

な

の

健

康

を

守

第

五

日

①

過

食

し

な

い

習

る

た

め

に

、

愛

煙

慣

を

つ

く

る

。

②

正

し

い

選

択

家

の

方

は

次

の

方

(

禁

煙

)

を

続

け

る

。

法

を

た

め

し

て

み

(

保

健

婦

・

一

宮

)

歯

み

が

き

|

朝
、
夜
は
必
ず

口
の
中
の
手
入
れ

口
の
中
は
、
細
菌
が
多
く
食
物
の
残

り
か
す
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ

も
清
潔
に
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

朝
起
き
た
と
き
や
夜
寝
る
前
に
は
必
ず
、

で
き
れ
ば
毎
食
後
に
も
歯
を
み
が
き
ま

し
ょ
う
。

歯
み
が
き
の
た
め
の
準
備
は
、
ま
ず

ま
く
ら
の
上
と
襟
も
と
に
タ
オ
ル
を
当

て
て
く
だ
さ
い
。

〈
自
分
で
で
き
な
い
場
合
〉

民
世間

② 

曹
三
重
一
塩
水
(
重
曹
茶
さ
じ
一
杯
、
食
塩

茶
さ
じ
二
分
の
一
杯
を
コ
ッ
プ
一
杯
の

水
で
と
い
た
も
の
)
を
、
割
り
ぱ
し
の

先
に
綿
を
巻
い
た
綿
棒
に
つ
け
、
奥
歯

と
口
の
奥
を
ふ
き
ま
す
。
上
下
の
歯
の

前
後
面
、
歯
ぐ
き
な
ど
の
細
か
い
と
こ

ろ
は
、
つ
ま
よ
う
じ
に
綿
を
巻
い
た
綿

棒
を
何
度
も
と
り
か
え
て
ふ
く
よ
う
に

し
ま
す
。

み
が
き
終
わ
っ
た
ら
水
を
ふ
く
ま
せ
、

す
す
が
せ
て
か
ら
容
器
は
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
カ
ッ
プ
を
使
う
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

入
れ
歯
の
手
入
れ

ら
れ
ま
せ
ん
か
。

〈
五
日
で
煙
車
を
や
め
る
法
〉

第
一
日
①
「
私
は
煙
草
を
吸
わ
な

い
こ
と
に
し
よ
う
」
と
繰
り
返
し
声
に

出
し
て
一
百
う
。
②
食
事
は
果
物
を
中
心

に
。
③
ア
ル
コ
ー
ル
は
絶
対
禁
止
。
④

臥
円
臓
が
驚
く
ほ
ど
水
を
飲
む
。
⑤
一
日

三
回
、
三
度
ず
つ
深
呼
吸
す
る
。
⑥
食

卓
に
い
つ
ま
で
も
す
わ
ら
な
い
。

第
二
日
①
「
私
は
煙
草
を
吸
わ
な

い
こ
と
に
し
よ
う
」
と
声
に
出
し
て
一
言

う
。
②
水
と
果
汁
を
十
分
に
と
る
。
煙

草
が
欲
し
く
な
っ
た
ら
、
コ

y
プ
一
杯

入
れ
歯
は
、
朝
夕
は
必
ず
、
食
後
に

も
、
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
水
道
の
水
で

十
分
に
流
し
洗
い
し
ま
す
。
入
れ
歯
を

は
め
る
と
き
は
、
一
度
水
に
浸
す
と
、

ぬ
れ
て
い
て
口
に
は
ま
り
や
す
い
も
の

で
す
。意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
お
年
寄
り

の
場
合
は
危
険
な
の
で
、
食
事
の
と
き

以
外
は
は
ず
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
意
識
の
は
っ
き
り
し
た
人
も
、
小

さ
い
入
れ
歯
は
寝
る
前
に
は
ず
し
て
、

水
を
入
れ
た
容
器
の
中
に
入
れ
て
お
き

ま
す
。整
髪
本
人
の

希
望
に
そ
っ
て

頭
髪
の
手
入
れ

男
性
の
場
合
は
、
そ
っ
と
と
か
し
て

あ
げ
る
だ
け
で
簡
単
で
す
が
、
女
性
の

場
合
は
髪
を
長
く
伸
ば
し
て
い
る
と
手

入
れ
が
た
い
へ
ん
で
す
。
お
年
寄
り
が

納
得
す
れ
ば
、
髪
を
短
く
し
た
ほ
う
が

手
入
れ
し
や
す
く
、
寝
乱
れ
た
感
じ
に

な
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で

行
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

①
ま
く
ら
の
上
と
布
団
の
襟
も
と
を
タ

オ
ル
で
覆
う
。

②
き
れ
い
な
く
し
で
髪
を
と
か
す
。

髪
が
長
い
と
き
は
、
片
手
で
分
け
て

持
ち
、
毛
先
か
ら
次
第
に
地
肌
の
ほ
う

へ
と
静
か
に
と
く
。

も
つ
れ
た
と
き
は
、
へ
ア
開
ロ
ー
シ

ョ
ン
か
、
ぬ
る
ま
湯
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

数
滴
た
ら
し
た
も
の
を
く
し
に
つ
け
、

少
し
ず
つ
分
け
て
と
か
す
と
ス
ム
ー
ス

に
と
け
ま
す
。

③
希
望
に
よ
っ
て
髪
を
分
け
、
左
右
に

三
つ
あ
み
し
た
り
、
頭
の
上
の
ほ
う
に

ま
と
め
る
。

後
一
頭
部
(
う
な
じ
)
に
ま
げ
を
作
る

の
は
、
頭
痛
や
睡
眠
不
足
の
原
因
に
な

る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。
髪
の
形
を
本

人
の
希
望
に
そ
う
よ
う
に
し
て
あ
げ
る

こ
と
は
、
お
年
寄
り
が
楽
し
い
一
日
を

送
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

お
年
寄
り
の
身
じ
ま
い
の
手
伝
い
は
、

な
ご
や
か
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
、
お
年
寄
り
の

心
と
体
の
状
態
も
よ
く
観
察
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、
寝
た
き
り
の
人
で
も
手
を
使

え
る
場
合
は
、
入
れ
歯
の
出
し
入
れ
や
、

口
を
す
す
い
だ
り
顔
を
ふ
く
こ
と
な
ど

は
自
分
で
す
る
よ
う
に
す
す
め
ま
し
ょ

ぅ
。
日
常
生
活
を
自
分
の
力
で
す
る
こ

と
が
、
そ
の
人
の
生
き
が
い
に
つ
な
が

る
か
ら
で
す
。

燃
え
る
ご
み
と

燃
え
な
い
ご
み

ふ
り
わ
け
て

最
近
、
地
方
の
祭
り
や
地
区
の
行
事

と
し
て
、
美
化
清
掃
を
さ
れ
る
地
区
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
の

ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。
ご
み
の
処
理
が
収
集
日
以
外
の
場
合

は
地
区
に
お
い
て
直
接
焼
却
場
ヘ
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
持
ち
込
む
と
き
は

前
も
っ
て
焼
却
場
(
電
話
回
1
1
5
2

9
・
有
線
5
0
4
1
)

へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
ご
み
処
理
手
数

料
は
い
り
ま
せ
ん
。

骨
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
に
分

け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

@
燃
え
な
い
ご
み
は
ビ
ン
類
と
カ
ン
類

に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
庭
木
な
ど
の
算
定
く
ず
は
一
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
に
切
り
、
束
ね
て
だ
し
て
く

だ
さ
い
。

@
日
曜
日
は
焼
却
場
は
休
み
で
す
の
で
、

日
曜
日
以
外
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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元

気

で

歌

を

続

け

た

い

四

月

十

五

日長
高
体
育
館
で

l
北
島
三
郎
、
ノ
ヨ

由
民

-

1

商
庖
連
盟
主
催

の
北
島
三
郎
シ
ョ
ー
が
聞
か
れ
た
。
昼
夜
あ
わ
せ
て
約
三
千

五
百
人
の
人
が
サ
ブ
ち
ゃ
ん
の
演
歌
に
聴
き
入
っ
た
。
戎
映

里
美
ち
ゃ
ん
ら

三
人
の
チ
ビ
ッ

子
が
花
束
を
贈

っ
て
歓
迎
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に

こ
た
え
て
「
村

や
町
の
に
お
い

を
か
ぎ
な
が
ら

元
気
で
歌
を
続

け
た
い
」
と
。

喜
多
灘
小
学
校
で
五
月
二
日
、
子
供
ま
つ
り

が
開
か
れ
、
児
童
、
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
約
百
五
十
人
が
参
加
。
手
作
り
の
こ
い
の

ぼ
り
百
三
十
匹
を
校
庭
に
揚
げ
、
子
供
た
ち
の

す
こ
や
か
な
成
長
を
願
つ
で
も

ち
つ
き
を
行
っ
た
。

ま
た
、
こ
い
の
ぼ

り
が
泳
ぐ
下
で
親

子
運
動
会
を
楽
し

ん
だ
。

1口口口口口口口口口口口口口口口

れ
、
昭
和
二
十
年
の
終
戦
ま

で
村
治
改
善
、
村
民
の
福
祉

増
進
に
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。

元
来
衛
生
と
い
う
所
は
‘
櫛

生
・
須
沢
・
沖
浦
の
三
地
区

に
分
れ
て
い
て
、
沖
浦
と
須

沢
が
合
併
す
る
と
櫛
生
の
半

数
を
占
め
る
。
そ
れ
に
櫛
生

が
わ
か
れ
る
と
ま
と
ま
ら
ず
、

村
長
・
助
役
の
取
り
あ
い
に

な
り
、
県
下
で
も
有
名
な
難
村
と
い
わ

れ
た
。
そ
の
た
め
輸
入
の
村
長
が
多
か

っ
た
。
笹
本
村
長
が
十
四
年
つ
と
め
た

こ
と
は
、
そ
の
手
腕
の
並
々
な
ら
ぬ
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
問
、
自

転
車
に
乗
れ
ぬ
笹
本
村
長
は
、
毎
日
歩

い
て
櫛
生
村
役
場
へ
通
っ
た
と
い
う
。

夜
中
で
も
急
用
が
で
き
た
時
は
歩
い
て

い
っ
た
。
足
が
早
く
て
胸
を
は
っ
て
歩

く
姿
は
、
勇
往
遁
進
の
気
概
を
見
せ
た

も
の
で
あ
る
。

農
林
省
農
山
漁
村
経
済
更
生
委
員
に

な
っ
た
元
三
郎
は
、
沖
浦
部
落
を
改
善

し
た
体
験
を
も
と
に
四
国
・
九
州
・
近

畿
の
各
地
を
講
演
し
て
ま
わ
り
、
高
松

宮
殿
下
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
口
角
泡
を

飛
ば
し
弁
舌
さ
わ
や
か
で
あ
っ
た
。

沖
浦
漁
業
組
合
長
、
喜
多
郡
漁
業
組

合
連
合
会
長
、
県
漁
業
組
合
連
合
会
専

務
理
事
の
名
が
一
不
す
と
お
り
、
西
村
と

共
に
県
漁
業
界
の
功
労
者
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
二
月
十
三
日
、
七
十

五
歳
で
没
し
た
。
法
名
「
瑞
龍
院
功
山

元
徳
居
士
」
は
殿
様
級
で
あ
る
と
い
う
。

すこやかな成長願い
~喜多灘子供まつり~

笹

本

元

三

郎

笹
本
元
三
郎
は
、
明
治
十

七
年
七
月
二
十
四
日
笹
本
幸
吉
の
三

男
と
し
て
沖
浦
に
生
ま
れ
た
。
長
浜

町
長
西
村
兵
太
郎
と
同
年
で
申
の
年

で
あ
る
。
生
ま
れ
つ
き
度
量
が
広
く
、

頭
脳
明
断
で
実
践
射
行
型
の
元
三
郎

は
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し
て
帰
る
と

内
子
銀
行
に
つ
と
め
た
が
、
酒
も
煙

草
も
や
ら
ず
勤
勉
こ
れ
つ
と
め
、
自

分
の
貯
金
を
も
と
で
に
し
て
頼
母
子

講
を
つ
く
り
、
大
正
元
年
沖
浦
信
用

組
合
(
後
に
漁
業
組
合
)
を
つ
く
っ

て
沖
浦
地
区
の
経
済
向
上
に
つ
と
め

た
。
明
治
四
十
一
年
に
は
西
村
兵
太

郎
が
長
浜
に
信
用
組
合
を
設
立
し
て

い
る
の
と
比
ペ
興
味
深
い
。
元
三
郎

が
二
十
九
歳
の
時
で
あ
る
。

大
正
三
年
元
三
郎
は
櫛
生
村
村
会

議
員
に
当
選
し
、
以
来
昭
和
二
十
年

ま
で
三
十
年
余
村
政
に
参
画
し
た
。

議
員
に
な
っ
た
元
三
郎
は
、
大
正
一
冗

年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
木
造
十
一
面

観
音
立
像
を
ま
つ
る
沖
浦
瑞
龍
寺
を

再
興
す
る
た
め
、
大
正
三
年
円
通
講

を
は
じ
め
、
喜
多
郡
内
は
も
ち
ろ
ん

県
内
信
仰
者
の
喜
捨
を
も
と
め
て
、

大
正
九
年
現
在
の
寺
を
建
立
し
た
。

昭
和
七
年
に
櫛
生
村
村
長
に
選
ば

!) 

」与~ø

梅
雨
を
前
に
大
掃
除

i
晴
海
団
地
自
治
会
;

果
樹
の
消
費
動
向

1
果
樹
同
志
会
総
会

i

口口口口口口口口口口口口口口口仁

五
月
八
日
、
晴
海
団
地
企
業
自
治
会
で
は
、
団
地
内
の
大

掃
除
を
実
施
。
各
企
業
か
ら
一
人
以
上
が
出
席
し
、
国
道
沿

い
の
側
溝
や
各
企
業
の
周
囲
の
空
か
ん
や
ご
み
を
集
め
て
ク

リ
ー
ン
運
動
を
展
開
。
ト
ラ
ッ
ク
に
十
台
分
が
集
ま
り
、
梅

雨
を
前
に
す
こ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

五
月
九
日
、
農
協

加
工
部
で
今
年
度
の

果
樹
同
志
会
総
会
が

聞
か
れ
た
。
果
樹
づ

く
り
に
励
む
会
員
約

百
三
十
人
が
参
加
。

県
青
果
連
の
上
田
宗

徳
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
「
果
樹
の
消
費
動

向
と
対
応
策
」
と
題

し
た
講
演
を
聞
き
、

オ
レ
ン
ジ
の
自
由
化

に
対
応
で
き
る
強
い

農
家
を
つ
く
ろ
う
と

意
欲
を
み
せ
て
い
た
。

ルポーまちの先覚者

t二
堅面T
文
イヒ
財-

f呆
護
審
議主
_6、
Z三三

委
員

久
f呆
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表
三:t:λ
早シ

権
者
本
業
中
小
中
小

消
防
功
先
で
勲
六
等
単
光
旭
自
章

戎

忠

男

さ

ん

水
位
観
測
で
勲
七
等
主
一
同
缶
〕
桐
葉
章

松

岡

兼

次

さ

ん

忠男さん

盟臨調表彰・スポーツ一日一一 向

戎

長
浜
:
一
九
ば
の
戎
忠
市
刀
さ
ん
(
六
一
と
は
、

こ
の
春
の
叙
勲
で
勲
六
等
単

λ
旭
日
章

か
一
、
上
老
伝
一

O
二
一
区
の
松
岡
兼
次
さ

ん(七
C
)
法
、
勲
七
世
]
寸
背
色
桐
葉
t

与
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

戎
さ
ん
は
、
昭
和
卜
-
一
年
に
櫛
生
村

消
防
組
に
組
人
り
、
昭
和
三
十
年
長
以

第
ロ
回
し
い
た
け
共
進
会

マ窪霊伺淘

特

曹

に

加
納
勝
利
さ
ん

小
西
竹
田
力
さ
ん

叶
同
和
夫
さ
ん

増
田
成
虎
さ
ん

臨盈翠璽騒翠翠志歪窒訟よ羊..-;

五
月
二
日
町
体
育
館
で
第
十
一
一
回
し

い
た
け
共
進
会
が
開
か
れ
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
制
防
団
部

長
、
昭
和
:
一

十
二
年
に
副

団
長
、
昭
和

四
十
年
団
長

に
沈
任
、
以

来
凹
十
九
年

に
退
団
す
る

ま
で
消
防
業

務
に
多
大
な

功
労
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り

止
又

Z
J
X
-
1
三

J
f
l
j
j
 

も
の
で
す
。

松
岡
さ
ん

は
、
出
利
一
一

十
四
年
か
~
し
勺

肱
川
の
水
位
観
測
を
続
け
て
三
十
五
年
。

判
タ
六
時
の
二
回
観
測
で
一

U
の
休
み

も
な
く
一
ア
l
タ
を
建
設
省
に
送
り
続
け

て
お
り
、
浜
水
時
に
は
時
閣
観
測
に
切

り
か
え
、
過
去
二
日
町
夜
ぶ
っ
続
ゅ
の
観

測
記
持
が
あ
り
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

摂
与
さ
れ
た
も
の
で
す
c

j叙春 j
j勲の j松岡兼次さん

こ
う
し
ん
の
部
(
十
一
一
一
点
)

一
特
曲
目
一
加
納
勝
利
(
須
沢
)
一
一
等

賞
}
菊
地
生
亀
(
豊
茂
)
山
下
利
拍
(
味
)

一
二
等
賞
}
岡
本
亀
格
「
上
老
松
)
小

一
白
長
幸
(
紫
)
一
三
等
賞
一
大
成
淳
、

絵
本
筆
夫
、
増
本
博
之
(
以
上
豊
茂
)

出
中
晋
(
須
沢
)
{
努
力
賞
}
山
本
啓

二
郎
(
戒
川
)
増
田
成
虎
、
菊
地
徹
へ
以

上
立
茂
)

こ
う
こ
の
部
(
十
一
点
)

{
特
賞
一
小
問
竹
男
(
下
須
戒
)

等
賞
}
六
成
こ
ず
え
、
菊
地
徹
(
以
上

豊
茂
)
一
二
等
賞
一
上
田
虎
雄
、
冨
田

利
好
(
以
上
豊
茂
)
一
三
等
賞
}
村
上

奥
て
武
田
輝
義
一
一
以
上
櫛
生
)
加
納

勝
利
¥
須
沢
)
{
努
力
賞
一
白
本
λ

ミ

ヵ
、
山
木
市
内
一
一
郎
(
以
上
戒
川
)
仲
足

長
栄

(
A
7

坊一

ど
ん
一
」
の
部
(
一
一
卜
山
点
)

一
特
設
一
叶
同
相
夫
(
上
老
松
J

一一

等
賞
}
加
納
勝
利
一
湯
沢
)
大
成
景
功

(山日戊
J

和
田
永
古
口
(
出
海
一
一
一
二
等

賞
一
同
出
光
明
(
ド
須
戒
一
凶
田
利
好
、

上
同
キ
ヨ
コ
f

以
上
豊
茂
)
~
円
山
本
ス
ミ

カ
(
戒
川
)
大
賢
幸
衛
一
戸
大
越
)
{
=
一

等
賞
一
小
両
竹
男
(
下
須
戒
)
山
知
地
徹
、

渡
辺
恭
ム
、
山
川
ユ
キ
子
(
以
上
豊
茂
)

山
本
啓
一
一
郎
、
竹
内
左
栄
子
(
戒
川
)

山
下
利
治
(
柴
J

久
井
貞
治
郎
(
大
越
~

一
努
力
曲
目
一
永
井
久
幸
、
楠
野
孝
行
、

増
川
公
介
一
J

以
上
豊
茂
)
西
同
信
孝
、

他
国
子
八
郎
、
丸
町
正
登
美
(
以
上
戒

川
一
ホ
沼
惟
孝
(
出
海
)

ホ
ダ
場
の
部
(
じ
ハ
点
)

一
特
質
一
増
田
成
虎
(
豊
茂
」

等

賞
一
大
成
淳
(
豊
茂
)
一
二
等
賞
}
城

本
音
松
(
戒
川
)
一
三
等
賞
}
山
ト
利

治
(
柴
J

{

努
力
賞
}
山
本
正
(
戒
川
)

渡
辺
重
孝
(
柴
)

同
体
の
部
・

一
共
進
会
会
長
賞
r

優
勝
}
下
村
A
班

(
志
茂
)
{
同
・
準
優
勝
一
大
越
斑
(
ト
八

越
)
{
同
・
一
一
一
位
一
須
沢
斑
(
鋭
沢
)

1事Z
去す喜
福斗表
祉リヰ手

主=]

11き
語ん

出
海
九
二
区

の
膝
汁
ミ
サ
ヲ

さ
ん
一
一
じ
を
は
、

永
年
に
わ
た
り

民
生
児
童
委
員

を
勤
め
、
ね
た
き
り
老
人
の
世
話
な
ど

社
会
私
松
一
砧
動
に
功
績
が
あ
ワ
た
こ
と

に
よ
り
渡
部
恒
三
厚
生
大
川
い
か
ら
表
彰

さ
れ
、
同
月
二
十
四
日
町
長
室
で
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

をから特賞の加納J、西，叶岡，増田さん

中
嶋
く
ん
ら
優
勝

小
野
地
蔵
子
供
相
撲
大
会

凶
月
二
十
四
日
向
z

凋
の
小
野
地
蔵
祭

り
で
モ
チ
ま
き
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と

子
供
相
撲
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
白

一
一
局
小
、
紫
小
、
戒
川
小
の
一
一
年
生
以
上

の
見
送
間
十
八
人
が
参
加
し
ご
熱
戦
が

繰
り
広
げ
-
勺
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

熱戦が〈り広げられた相撲大会

…

個

人

戦

e

{
士
一
年
生
一
①
中
嶋
博
文
(
柴
J

⑧
一
佐
野

直
紅
(
白
一
兆
)
③
福
原
充
人
(
柴
)
{
四
年

生
一
①
大
田
喜
秋
(
臼
滝
一
一
②
誕
百
憧
太

郎
(
白
滝
)
一
④
徳
山
一
品
百
(
柴
一
{
五
年

生
一
①
大
川
国
裕
(
白
滝
)
あ
長
井
智
裕

(
白
滝
)
③
谷
本
材
治
(
白
滝
)
{
六
年

生
}
一
心
後
藤
武
士
心
(
戒
川
)
②
大
山
福
美

(
向
泌
)
④
西
山
昭
夫
(
白
滝
)

三

人

抜

一
三
年
生
一
①
岩
田
正
己
臼
滝
)
②
清

水
啓
介
(
業
)
⑥
新
川
耕
土
(
白
滝
)
{
四

年
生
}
①
大
田
芹
秋
一
白
滝
J

⑨
越
智
健

太
郎
(
山
河
)
③
徳
山
高
司
(
柴
J

一
一
五
年

生
一
①
大
山
国
特
(
臼
滝
)
⑥
藤
淵
誠
二

(
白
滝
)
畳
間
旧
英
雄
(
此
下
一
一
六
年
生
}

め
一
西
宮
秀
樹
(
紫
J

②
後
藤
武
ぷ
(
戒
川
)

必
徳
山
悩
火
(
柴
)

e

五

人

抗

。

一
三
年
生
一
①
西
宮
聡
(
柴
)
必
一
清
ぶ
啓

介
(
柴
)
{
四
年
生
一
一
一
①
西
田
賢
治
(
白

滝
)
②
山
中
誠
弘
(
柴
)
{
五
年
生
一
迂

勝
淵
誠
一
一
一
ノ
同
滝
)
②
大
野
正
行
(
白
滝
一
一

一
六
年
生
}
①
後
政
武
志
(
戒
川
)
②
城

ノ
戸
光
広
(
臼
滝
〕
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住

所

¥
出
比

H

戊

/
上
老
松

ヘ

白

滝

/
大
洲
市

ヘ
下
須
戒

/
大
洲
市

寄
付
採
納
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4
川
の
ト
ッ
プ
は

佑
地
英
夫
・
敬
チ
さ
ん
の
カ
y
プ
ル

氏

名

婚

掴

届

時

年

齢

菊
地
英
夫
(
一
一
八
)

神

山

敬

f

r

(

二
五
)

出

淵

冶

ぐ

一

山

)

井
上
さ
っ
き
(
二
二
)

小

林

古

安

(

二

九

)

松
田
タ
ツ
子
(
二
問
〕

/一一、，~ー\、

徳登霊沖長
田知
干責市県 t甫t兵

武武波大
地目壁瀧

崎正哲
函こi直恵志

(
T

一O
)

(
-
一
じ
)

(
二
一
一
)

(三
O
)

お
く
や
み

地域別人口・世帯数

150 

1，116 

で
と
ャ
つ
H
H

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

櫛

生

水

本

ウ

メ

コ

(

六

七

)

出
海
石
井
鹿
之
助
(
八
一
二
)

黒

田

山

下

源

市

(

八

O
)

櫛

生

菊

地

ト

ウ

カ

(

七

八

)

長

浜

米

同

カ

メ

ヨ

(

七

九

)

青

島

宮

浦

ヨ

シ

ヲ

(

七

二

)

長

浜

大

島

セ

キ

ヱ

(

七

五

)

下

須

戒

宮

尚

雄

一

(

六

)

長

浜

小

浦

三

郎

(

六

二

出

海

土

井

イ

サ

ヨ

(

八

O
)

須

沢

津

井

卜

一

フ

(

七

七

)

A
7

坊

矢

関

善

男

(

七

六

)

一戸
帯世

zlft 
i三fz

( 4 j j 1 11現在)

111 

102 

413 

1，322 

。
一
沖
浦
保
育
所
ほ
の
会
・
:
ス
ラ
イ
ド
映

写
機
、
ホ
ワ
イ
ト
ス
ク
リ
ー
ン
一
式

を
沖
消
保
育
所
へ
。

。
昭
和
γ

八
十
八
年
度
長
浜
保
育
所
卒
園

児
一
同
-
:
樹
木
代
金
と
し
て
一
万
八

「
円
会
長
浜
保
育
所
へ
。

O
K
長
会
長
浜
文
部
:
・
交
通
安
全
教
材

費
と
し
て
現
金
三
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

長
浜
保
育
所
と
沖
浦
保
育
所
ヘ
。

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

下

須

戒

山

日

博

二

女

亜

耶

今

坊

藤

原

利

宏

長

男

剛

黒

田

石

田

幸

一

長

男

勇

樹

櫛

生

桑

野

公

志

一

一

男

均

沖

浦

山

本

達

夫

三

女

真

由

美

rJL" ~とタバコ，;t
毛品納lrn 関丁内でと

一ー コ千三ご iY
ネでコ に消 jJLj干でで町
。買をこ人費白一八、い九
つ買れ i) 税 h 下[五たで
てうかまが Iと三寸だタ
く方らし町円十八いパ
だはもたのの五年たコ
さ回Iタ。台タ万度おを
い内ノて 所パ三はか賀

』
市
@
心
'

』向車

電話機の

買い取り制

太字lι)[女寸一日)
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広報ながはま

魚
雷

凶
一
四
一
日

親子電話、ホー J 、テ

レホン D、ピシネスホ

ンはお買い取りむきま

す。お買い取りいただ、

いた電話機l土、月々の

使用料が不安と会り、

従来のレンタル制より

割安で宇。

土ξの長さは日一日と伸び、

中旬には入梅。農家は田植や

夏蚕の掃立、作物の収穫等描

の手も欲しい時期っ 7プ物の夏

の装いは深まり、討さも本格

化するわ戦争中この多忙なUy，
小学校ひは農繁川、業があり、

親を助けてチfll，カミ一役を買っ

て{動いた。税と fカ斗fijじ仁f表

で触れ台い、 一寺ぐ業の ~l とし

て地域社会に貢献した。そこ

には非行もなかった。現在は

親子の土俵はバラバラ。青少

年の非行化の原因にもなりか

ねない.....6月第 3日曜日は父

の日。米国のドッド夫人の提

口昌によるものでおある。この日

を機会に父の存在意義を考え

ることも無駄ではなかろう o

f乏しく、ものわかりのよい父

に見え、そこには父と子の対

話がないのではないだろうか。

父親は時には子供の前に立ち

ふさがる援になってやり、時

に l主言主主』命ぴ〕士寸，~とな.---)ど討大し

いA 母親まかせで父組の存在

がはっきりしないまー見が消え

た。子供(よ自我の成長期 C、父

親から生き方'ii:'学びたいので

ある。父税がふらついどは父

親の役剖は来たせなし、 O 父親

が仕事を愛し、誇りを抱き、

生きる情熱を注ぐ時、子供は

敏感に反応し、よりよい親子

関係が築かれ、地域社会に寄

与することになるとf言じるの

で、ある。

3.874 

704 

915 

692 

12，449 

372 

503 

99 

350 

6，552 合計

412 

90 

342 

5，897 

389 

504 

67 

146 

397 

479 

] 66 

36 

5頁、i1'¥

ト出 i毎
下須戒

l~ 干責

松
一
茂
一
滝

老一卜

一

円

櫛生

f反 111

大越

5来

ftz 

一
年
中
で
一
委
械
な
季
節
を
迎
え
ま

し
た
f

一
一
ン
メ
一
ン
メ
と
〕
っ
と
う
し
い
日

が
続
き
、
気
分
は
ゅ
う
う
つ
、
仕
事
も

は
か
ど
ら
な
い
:
:
:
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
し
て
梅
雨
を
乗
り
切
ら
れ
ま
す
か
。

晴
耕
雨
読
|
生
活
に
も
心
に
も
リ
ズ

ム
を
つ
け
て
、
梅
雨
を
元
気
に
乗
り
切

り
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
月
か
ら
新
し
い
企
画

と
し
て
「
わ
が
グ
ル
ー
プ
」
と
「
う
ち

の
お
と
う
さ
人
」
と
い
う
欄
を
設
け
ま

し
た
り
ぺ
わ
が
グ
ル
ー
プ
」
で
は
町
内

の
い
ろ
い
ろ
会
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
て

い
き
と
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
「
う
ち

の
L
と
う
さ
ん
」
で
は
イ
供
さ
ん
に
父

親
像
を
追
い
求
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
(
お
J


